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校長挨拶 　　　　　「創立25周年を超えて」
第10代校長　遠藤　吉夫

　同窓生の皆様、2019年の総会にて庄司前会長からバトンを引き継ぎ、第4代目の会長に就任いたしました
10回生の上野です。微力ながら同窓会の発展と同窓生の皆様のお役に立てるよう努力致しますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。
　さて、2020年は宮城野高校の創立25周年の節目の年でありました。在学中に10周年の記念式典に参加した私としては今回同窓
会役員としてまた記念事業の運営に携わることができ、不思議な巡り合わせを感じております。
　近年は高度な情報化や国際化など、今までよりもさらに変化が大きく多様性が求められる時代が到来しております。また昨今の新
型ウィルスのようにこれまでに経験をしたことのない新たな問題に直面することもあるかと思います。宮城野高校にはこれからの時代
に必要となるであろう、一人ひとりが自由と個性を尊重し、多様性を認め合い、自主的・主体的に活動するという文化が根付いている
と思いますので、今後もこの環境を大切に活動していただければと思っています。
　日本はもとより世界中で新たな脅威が猛威を振るっております。同窓生の皆様におかれましてはご自身やご家族、周囲の方々の健
康、安全にご留意いただきつつ、共にこの状況を乗り越えていけることを願い、挨拶に代えさせていただきます。

会長挨拶
第4代会長　上野　岳

　同窓会員の皆様、こんにちは。皆様におかれましては、益 ご々清祥のこととお喜び申し上げます。また日頃
より、本校の教育活動に対して心温まるご支援ご協力をいただき、深く感謝申し上げます。
　皆様ご存じのとおり、今年度は、「新型コロナウイルス感染症拡大防止」のため、本校においても少なから
ぬ影響を受けました。他の県立学校と同じく、6月1日に学校を再開し、入学式（各教室へ配信）を同日に無事挙行することができま
したが、諸行事の中止を余儀なくされました。体育祭や文化祭などが中止になったことが本当に残念ですが、生徒がいつも以上に元
気に学校生活に打ち込み、ひとまずほっとしているところです。
　その新型コロナ感染症拡大防止のため開催規模を縮小しましたが、皆様の温かいご支援により、創立25周年記念式典・記念講
演会・記念事業を滞りなく開催・実施できました。同窓会の皆様とともに心から喜びたいと思います。記念講演会の講師としてお招
きした小山薫堂先生の講演は、まぎれもなく生徒の心を大きくゆさぶり、生徒のこれからの人生に大きな指針を与えていただきました。
また10周年に引き続き、記念事業の一環で25周年記念誌「野を讃ふⅡ」を刊行しました。本校創立11年目以降を振り返るものとし
てご覧いただければ幸いです。また「25年目のsowzoU」と題した美術科卒業生作品展を企画し、記念式典当日前後には作品を校内
で展示し、さらに美術科の卒展期間には、卒展会場の宮城野区文化センターの一室を借りて作品を展示しました。5～ 22回生、計
23名24作品が展示されました。ご協力、ありがとうございます。さらに全年次のロッカー更新が完了し、また記念事業として本校中
庭にタイルアート（テーマ＝「25年目のグラジオラス」・全生徒参加型）を施しました。2月末の同窓会入会式当日にはお披露目できる
予定です。また10月17日には桜等の記念植樹も行いました。これらの記念事業にご尽力いただいた25周年記念実行委員会の皆様
をはじめ、同窓生のすべての皆様に感謝申し上げます。
　まだまだコロナ禍の終息が見通せないところでありますが、皆様とともにスクラムを組み、コロナ禍に立ち向かい、本校の50周年
や100周年を見据えた教育を展開して参りたいと存じます。今後とも温かいご支援ご協力を賜りたいと思います。新年度もよろしくお
願いします。

表紙作者紹介

吉澤 京 : Miyako Yoshizawa
プロフィール

表紙に込めた思い

「芽吹き」 
移ろいゆく時間の中で、“今”とは何なのかを考えながら制作しました。自分の命を削りながら表現し
たものが、芸術家にとっての“今”なのではないでしょうか。表紙を制作するにあたり、仲間たちと切
磋琢磨しながら自分の作品と向き合った、放課後の日本画室を思い出しました。宮城野高校での3
年間は私の中で1番の宝物です。

2017年宮城野高校美術科日本画専攻卒業（20回生） 
映像美術デザインを学んでいます
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　3年前、親父の癌が再発。当時、私は東京でケータリング
の仲介業をやりながら飲食店に勤務していました。結婚もせ
ず、自由でそこそこ収入がある生活に結構満足していたと思
います。東京生活19年ともなれば第二の故郷みたいなもの
で、重い腰をあげるには良いきっかけ。去年の夏頃、仙台で
お店をやることにし、帰郷するたび不動産屋に通うようにな
りました。3回目の内見で物件を決め、10月末に両親に報告、
仕事も整理して12月の初旬には仙台に引っ越し、今年1月10日にはお店を開店。なかなかのスピード感にしびれました。
　お店は順調だったけど予期せぬコロナに急ブレーキ。それでも後悔はないし地元の同級生に会える今が一番幸せかもしれま
せん。親父も年明けから容体は悪くなる一方でしたが、最後の治療が奇跡的に効いて、少し元気になりました。
　あっという間にもうこんな年齢だし、親も年だし、実家には柴犬しかいないけど、竹中の名前を残したくて「竹中商店」と
名付けました。実家の竹中呉服店はいつか閉めると思いますが、ここ
仙台で長くお店を続けて行くのが今の目標です。宮城野の皆さんもい
つか立ち寄ってみてください。

（2020年5月記述）

　
令
和
元
年
7
月
13
日
に
行

わ
れ
た
文
化
祭
に
出
展
し
、

来
場
者
に
宮
城
野
の
印
象
な

ど
を
思
い
思
い
に
紙
に
書
い

て
も
ら
っ
た
。そ
の
紙
を
組

み
合
わ
せ
て
い
く
と
校
章
が

出
来
上
が
る
仕
掛
け
で
楽
し

ん
で
も
ら
っ
た
。

　
令
和
2
年
2
月
27
日
に
同
窓
会
入
会
式
が
行
わ
れ
、

23
回
生
2
7
1
名
が
正
会
員
と
し
て
入
会
し
、ホ
ー
ム

幹
事
と
し
て
23
名
が
選
出
さ
れ
た
。ま
た
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
策
と
し
て
政
府
に
よ
る

全
国
一
斉
休
校
が
発
表
さ
れ
る
直
前
の
入
会
式
で
も

あ
っ
た
。

　
令
和
2
年
10
月
30
日
に
宮
城
野
高
校
体
育
館
に
て

創
立
25
周
年
記
念
式
典
・
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
理
解
ご
協
力

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。詳
細
は
次

号
で
ご
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

25
周
年
記
念
式
典・講
演
会

令和元年度
同窓会総会・懇親会

同
窓
会
入
会
式

文
化
祭
出
展

23回生 ホーム幹事
幹事氏名（★印…常任幹事）

31H

32H

33H

34H

35H

36H

37H

ホーム

川村くれは

藤原南都子

石川　千紗

渡部　　俊

菅野　優葵

髙橋　春佳

佐藤　理紗

狩野　元杜

坂田　一真

★小角　夏葵

三浦　悠香

★三浦　舞子

★遊佐　伊吹

カワムラ

イシカワ チサ

ワタベ ジュン

スガノ ユウキ

サトウ リサ

カノ マサト

サカタ カズマ

コカク ナツキ

ミウラ ユウカ

ミウラ マイコ

フジワラ ナツコ

ユウザ イブキ

タカハシ ハルカ

橋浦　　萌

★中川　寛大

金子　佑斗

杉浦　　遥

早坂　日那

佐藤　柊弥

小野寺広斗

茅野万里奈

関口沙慧花

吉田　　薫

ハシウラ モエ

ナカガワ カンダイ

カネコ ユウト

スギウラ ハルカ

ハヤサカ ヒナ

サトウ トウヤ

オノデラ ヒロト

チノ マリナ

セキグチ サエカ

ヨシダ カオリ
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竹中　広大　3回生「竹中商店」をよろしくお願いします

仙台市青葉区国分町2-8-12 国分町Kビル504
創作料理とお酒　竹中商店
takenakashouten.jp
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　多賀努先生（現・仙台育英学園高校）が教頭として二度目の宮城野高校勤務を

なさっていた時、私は普通科長へと御指名を受けた。当時の美術科長（佐々木秀夫

先生、現・宮城一高）や総合学科長（亀井聡先生、現・古川高校）と違い、卒展を

するわけでもＰＳの発表会をするわけでもなく、名ばかり科長で会議に出るだけが

務めだと思っていた。ところが学校案内パンフレットをリニューアルするとのことで、

科長からの一言を書けとの命が中学校の先輩でもある亀井先生から下ってしまった

のである。

　諸君も重々承知している通り、美術科や総合学科には明確な特徴がある。では

「普通科のアイデンティティとは何か」ということを、恥ずかしながらその時初めて

明確に意識せざるを得ない状況に私は追い込まれてしまった。そして、その時書いた一文の表題こそが今回の文

章の表題なのである。

　私は、その中で次のように書いた。

　『人は、物事を見る目線や視野が広がっていく成長度合い、人生の目標を見出すタイミングが全て違います。加

えて、人は迷います。10代半ばであればなおさらです。そんな中で、高校を決めることになります。

　高校入学前にやりたい分野が決定している人は、その分野を専門的に学べる学科が適しています。本校の場合、

それは美術科です。将来の目標を明確に意識している人は、高校入学後すぐにその実現に向けた知的スキルの向

上に努めるべきです。本校の場合、それは総合学科です。そして、自分の将来に対して漠たる不安を抱えながら

も自ら何かを掴み取ろうという意志のある人は、宮城野高校普通科という場所をぜひ最初の「選択」としてほしい

と考えています。

　本校の普通科は、在学中に自らの方向性を模索し、発見し、選び、そして実現に向かって進むことのできる場所

です。授業、サークル活動、校内のボランティア活動、各種の特別講座、生徒自治活動等を通じて、生徒諸君が

自ら「考え」、試行錯誤を重ねて「迷い」、そして自身の力で「選択」し、何かを掴み取る「自由」が存在する「場所」

を提供すると共に、生徒諸君が「考え」「迷っ」ている間、全力でサポートします。』

　普通科長としての紹介文ではあったが、実は宮城野高校そのものがこのような「場所」として機能していると今

でも私は考えている。自らが何者であるかを考え、あるいは何者になるべきかを考える場所として宮城野高校ほ

ど適した「場所」はあるまい。そして、創立以来そうあるべく我々教職員は諸君の傍らに立ち続けてきたし、在校

生に対して在籍中の先生方は今現在もそうしているはずである。

　しかし、その経験を得た同窓生諸君にとっては、もはや新たに何かを提供される場所は必要ではないはずだ。

諸君が今現在立っているその場所は、自分自身で「建設的に何かを思索し、何かを選択し実行する意思を発揮す

る場所」なのである。

　同窓生諸君が、今後の人生においても自らの力で何かを掴もうとし続けるであろうことを私は期待している。

（2020年9月記述）

津野　裕英（宮城県工業高等学校）

建設的に『迷う時間』と
何かを選ぶ『自由』を
提供する『場所』

旧職員より宮城野25周年に寄せて
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　宮城野高校美術科での14年間は、私にとって本当にエキ

サイティングな時間の連続でした。

　個性豊かな美術科教職員と、それをも上回るパワーの塊

のような美術科生徒の皆さんが「想像力と創造力」の表出で

ある作品を数多く生み出してくれました。その集大成として

開催される卒業制作展は、どの回も個性的で魅力的でした。

私が最初に関わらせていただいたのは「スペタノカペタノ」で

した。8回生の皆さんは担任の坂本和之先生以上の個性派

揃いで、今でも私にとって宮城野美術科卒展の始まりとして貴重な経験をさせてもらいました。その後も通算

で14回の卒業制作展に関わらせていただきましたが、現在の宮城野区文化センターへ会場を移してからの卒

業制作展も、新たな宮城野高校美術科の発信源として今後に期待をしています。

　美術科の思い出としてもう一つ忘れてならないのは、東日本大震災後に始めた「復興へ！高校生が架ける虹

のアートプロジェクト」の取り組みです。このプロジェクトを通じて京都市立銅駝美術工芸高校や宮崎県高文連

の皆さんとの連携が生まれ、それが今でもつながっていることが私にとって貴重な財産となっています。

（2020年10月記述）

　宮城野高校開校25周年おめでとうございます。今回会報誌に寄稿させて

いただくに当たり、宮城野高校で過ごした7年間を今また温かい気持ちで振

り返っています。このような機会をいただきましたことに改めて感謝申し上げ

ます。

　新任式で体育館の壇上に立った瞬間、すでに一人ひとりの個性が輝いて見え

たこと。遠足で那須ハイランドパークに向かうバスの車内で「耳をすませば」を

観ながらホーム全員で盛り上がったこと。生徒自身が作り上げる文化祭や体育

祭が、おもちゃ箱をひっくり返したように楽しかったこと。毎日が驚きと喜びでいっぱいで、すべて昨日のことの

ように覚えています。

　宮城野高生は、個々の違いを尊重する寛容さと、チャレンジを恐れず各人の個性を生かして道を切り拓いて

いくバイタリティを持っていると思います。そして、それらはこれからの社会でますます必要になる特質です。

ぜひ磨き続けてください。

　私の現勤務校である仙台二華高校は、来年度から国際バカロレアという学習プログラムを導入する予定です。

導入準備は私にとっても新しい学びの連続であり未知への挑戦ですが、宮城野高校のみなさんに倣って、私も

このチャレンジを楽しみたいと思っています！

（2020年7月記述）

佐々木　秀夫（宮城県宮城第一高等学校）宮城野高校美術科の思い出

今野　敦子（宮城県仙台二華高等学校）25周年に寄せて
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たんぽぽ19号　2021.2.27発行　5600部
　前回発行した2019年のたんぽぽ18号からだいぶ時間が経ってしまいました。その間に当たり前の日常が新型コロナウイルスにより一変し、その想定外の中、宮城野高
校は25周年記念事業を執り行うことになりました。それらは対策と工夫により無事に終えることができましたが、私たち同窓会執行部は大きな影響を受けてしまいました。
会報誌の作成にあたっては企画やアイディアが雑談から生まれるということもあり、集まれない状況は厳しいものでした。特に今回は宮城野25周年ということで張り切って
様々な企画を用意していました。しかし、自分たちの実力以上に欲張りすぎていたことと新型コロナによってほぼ全ての企画が頓挫してしまいました。結果として例年のス
ケジュール通りに発行できず、内容も今できる範囲で構成した2ページ減の6ページになってしまいました。次の20号ではなるべく通常通りのスケジュールとページ数を目指
したいと思っていますが、情勢が改善しているわけではありませんので温かい目で見守っていただけたら幸いです。
　最後に、原稿を寄せていただいた皆様におかれましては、ご協力いただいたにもかかわらずタイムラグのある形での発行になってしまい申し訳ありませんでした。そして何
より同窓生の皆様には大幅に発行が遅れたことで会報誌としての義務を果たしきれず大変申し訳ありませんでした。この場を借りて関係各所の皆様にお詫び申し上げます。

（会報誌担当代表：佐藤詔太（10））
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同窓会では皆様からの記事のご提供、ご意見ご感想をお待ちしています。
また、皆様の活動の支援も行っていますので、事務局までご連絡下さい。

住所変更等の連絡のお願い
同窓会からの刊行物を送付するため、住所変更の際はWebサイトもしくは直接事務局へ電話でご連絡
いただきますようお願い申し上げます。

令和2年度の同窓会総会は昨今の情勢を鑑み中
止となりました。詳細は同窓会ホームページを
ご確認ください。

Staff
募集！

同窓会では一緒に活動して
くださる方を募集しています。
ご関心のある方は同窓会
事務局までご連絡下さい。

Tampopo Project 2020-2021
卒業者数（1～23回生）

普通科

 総合学科

 美術科

 合計

3,613

1,810

887

6,310

令和2年度　宮城野高校同窓会役員・執行部
令和2年4月1日現在

新入回生

令和元年度大学入試合格者数延べ人数　＊（　）数は現役合格者内数

 平成30年度　宮城県宮城野高等学校同窓会  特別会計決算書
 （平成30年8月～令和元年7月）

平成30年度　宮城県宮城野高等学校同窓会  決算書
（平成30年8月～令和元年7月）

お世話になった先生方
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